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始原亜目甲虫ナガヒラタムシ Tenomerga mucida (Chevrolat, 1829) の発生学的研究 
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背景・目的 
 完全変態類の一群である鞘翅目は、一般に甲虫と呼ばれる前翅

が鞘状に硬化したグループであり、昆虫綱の約 30% を占める、

最も多様性に富む昆虫群である。したがって、地球上で最も繁栄

してきた動物群である昆虫類を理解するうえで、鞘翅目は極めて

重要なグループである。しかしながら、本目を構成する始原亜目、

粘食亜目、食肉亜目、多食亜目の 4 亜目の類縁関係について未

だ議論の余地があるなど、鞘翅目の系統進化、グラウンドプラン

の理解は極めて不十分である。 
化石記録が鞘翅目中最古である始原亜目は比較形態、分子系統

解析からも本目の最原始系統としばしば示唆されるグループで

あり（Beutel & Haas, 2000 ; Misof et al., 2014）、鞘翅目の本

質的理解において重要である。系統進化、グラウンドプランの再

構築においては、比較発生学的アプローチはたいへん有効である

が、鞘翅目の発生学的研究はこれまで食肉亜目と多食亜目に限ら

れ、始原亜目に関する知見はない。 
このような背景から、鞘翅目の系統進化、グラウンドプランの

再構築を目的としてナガヒラタムシ Tenomerga mucida 
(Chevrolat, 1829) を材料に、始原亜目の研究を開始した。本卒

業研究では、始原亜目の発生学的研究法の確立と胚発生過程の概

略の把握を目指した。 

材料・方法 
ナガヒラタムシ成虫（図1）は灯火採集やスイーピングで偶発

的に得られるが、十分な数を確保することは困難であった。この

ため、内部に多数の幼虫が生息している朽木を探すことにした。

結果、昆虫写真家鈴木知之氏のご協力により、2014 年 4 月 22 
日埼玉県吉川市の江戸川河川敷に本種幼虫を含んだアカメヤナ

ギの朽木を多数発見し、朽木を持ち帰った。内部の幼虫を飼育し、

72 個体（♂ 43 個体、♀ 29 個体）の成虫を得た。成虫は水で

希釈したハチミツを餌として飼育し、約 300 卵（図2）を得た。  

得られた卵はブアン液にて一昼夜固定、70% エタノールで保存

した。胚発生過程の観察のためには、卵殻を除去した卵を DAPI 
で一昼夜染色した。また、1% 四酸化オスミウムで後固定した卵

を臨界点乾燥、金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡で観察した。 

結果・考察 
(1) 成虫の交尾・産卵行動 
 交尾は夜間に行われ、雌雄が反対方向を向く tail to tail 型で

あった。交尾後のメスは朽木表面に数十卵をまとめて産み付け、

産卵は数回に分けて行われた。メス 1 個体当たりの総産卵数は

最大 130 卵であった。 
(2) 卵構造 
 卵殻は褐色で長径約 1.5 mm、短径約 0.4 mm の長回転楕円

形で前極に顕著な瘤状の突起がある（図2）。卵前極の瘤状突起

としては痕跡的なものが食肉亜目のオキナワオオミズスマシで

知られている（Komatsu & Kobayashi, 2012）。今回観察され

たナガヒラタムシの瘤状突起は、鞘翅目と姉妹群関係にあるとさ

れている脈翅目（Misof et al., 2014）、特にラクダムシ亜目のも

の（Tsutsumi & Machida, 2006）に極めて酷似する、よく発達

したものであった。 
(3) 胚発生 
 DAPI 染色による蛍光観察で、胚発生過程の概略を把握する

ことができた（図3）。発生中期（St. 4）の胚は卵黄内に沈み込

むことが明らかになった。このような胚の卵黄内への完全な沈み

込みは、他の鞘翅目の発生過程では報告されていないものである。 
卵期は室温で約 10 日であり、幼虫は前極付近より孵化する。 

(4) 後胚発生 
 卵から一齢幼虫を得た。孵化直後の一齢幼虫は直ちに朽木へ穿

孔することはなく、飼育容器内を広く徘徊した。飼育を継続し、

後胚発生の解明にも努めたい。 
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図1. 成虫 図2. 卵（SEM） 

図3. 胚発生概略（DAPI 染色）


